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① 2000年代、デジタル時代が始まり、紙と鉛筆のフィジカルから
デジタルへ。ホワイトカラーの定型業務は4ゼロ（所要時間ゼ
ロ、人の手間ゼロ、差分＜繰返し分のコスト＞ゼロ、間違いゼ
ロ）になり、人にやらせる価値がゼロになった。

Ｐ２参照。
② 日本では、部門ごとのデジタル化が進み、各部門の定型業務は

４ゼロになったが、部門ごとの「カイゼン」は個人レベルの範
囲で止まり、結果、「部分最適」に留まり、部門システムを跨
いだ不整合は、ヒトが手作業で「ツギハギ」しており、その結
果、様々な問題が内在・温存されている。「中小・中堅も含め

た日本企業の90％は今もこの状態」と著者は指摘。
Ｐ３参照。

③ 欧米では、日本の様な「カイゼン」が出来ない企業文化の故に、
経営トップがリードし、ツギハギのない、「全体最適」のシス
テム（ERP)を構築し、ホワイトカラーの定型業務は全てシステ
ムが行い、ヒトは、マーケティングやイノベーション等の顧客
創造のための非定型業務に集中し、売上・利益を強化し生産性
を向上している。

 Ｐ４参照。

『「デジタル」によるホワイトカラー業務の生産性革命』から取り残された、
日本の「失われた２５年」 （①個人②日本③日本と欧米との差）
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定型業務はデジタルによる代替が可能に。欧米はこれを生かし非定型業務に振り向け成長。日本企業は働かせ方を間違い、古いままの低生産性。

①②③の結果は？Ｐ５、Ｐ６を参照。

【図表1】
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「紙とエンピツ」から「ＰＣ」になったとき、何が起きたのか？
→ホワイトカラー業務の生産性革命①：個人レベル
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「紙とエンピツ」から「PC」になったとき、何が起きたのか？
→ホワイトカラー業務の生産性革命②：部門レベル（ボトムアップのカイゼン）
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「紙とエンピツ」から「PC」になったとき、何が起きたのか？
→ホワイトカラー業務の生産性革命③：全社レベル（＝ＤＸ)

日本と欧米の違いに注目

部門間の、フィジカルなバケツ・リ
レーにより、上記の様な、様々な問
題が、内在・温存されている。
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2000年の生産性革命後の今もナンバーワンのブルーカラーに対し、
何故日本のホワイトカラーの生産性は低いのか？（①②③からの結論）
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間違っている

 日本は、本来デジタ
ルにやらせるべき仕
事を未だに人間が
やっている。

 ヒト重視・現場重視
から、部分最適なデ
ジタル化に留まり、
ツギハギ、過剰品質
な上に、雑務（グ
レーゾーン業務）で
埋まっている。

 この結果、限られた
１日分の脳力を、欧
米は、ホワイトカ
ラーの定型業務をデ
ジタルに全て代替さ
せ、ゲタを履くこと
で、新規事業、新製
品開発、顧客への高
度な対応などの「非
定型業務」に振り向
け成長したが、日本
は、それが出来ず、
生産性の低いままで
ある。
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6YouTube“NTT DATA Global Solution Corporation”「新時代のERP導入の成功モデルと実践」より引用

宮本裕司編著

物的労働生産性（生産数量÷労働量）は、Ｇ７では、日本は、アメリカに次いで２位、
しかし、付加価値労働生産性（付加価値額÷労働力）は最下位。

《Ｐ５》の『日本の「ブルーカラーはナンバーワン、ホワイトカラーの働かせ方が古いまま」』をグラフで実証。

このグラフは、宮本裕司編著「Overall Optimization」Ｐ13のグラフ
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